
令和４年度 第３回 藤沢市介護保険運営協議会 

 

日 時 ：２０２３年（令和５年）２月１日（水） 

   午後２時００分から午後４時００分まで 

会 場 ：藤沢市役所 本庁舎８階 ８－３会議室 

            開催形式：ＷＥＢ会議 

 

１ 開 会 

・事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・事務局 

 

 

 

 

定刻となりましたので、ただいまから「令和４年度 第３回 藤

沢市介護保険運営協議会」を開催させていただきます。 

司会を務めさせていただきます介護保険課の佐藤と申します。

よろしくお願いいたします。 

この会議は会議録を作成し、公開することとなっていますの

で、会議の内容を録音させていただきます。 

なお、議題（１）から（７）につきましては公開といたします

が、議題（８）につきましては「非公開情報」が含まれるため非

公開といたしますので、よろしくお願いいたします。 

また、本日、猪狩委員、横倉委員及び菅原委員におかれまして

は、ご都合により欠席とのご連絡をいただいております。 

 

それでは、次第に沿って進めさせていただきます。 

 なお、ここからの進行につきましては、木原会長にお願いした

いと思います。 

 木原会長よろしくお願いいたします。 

 

２ 議 題 

・木原会長 会長の木原です。早速、議題に入りたいと思います。 

 

＜公開議題＞ 

（１）地域包括支援センター活動報告について 

・事務局 【資料１】に基づき説明・事前質問に回答 

・木原会長 事務局の説明及び回答が終わりました。他にご質問・ご意見

などがありましたらお願いいたします。 

（質問・意見なし） 

  

（２）指定介護予防支援及び介護予防ケアマネジメントの業務委託可能な居宅介護支援 

事業所の承認について 

・事務局 【資料２】に基づき説明 

・木原会長 事務局の説明が終わりました。他にご質問・ご意見などがあ



りましたらお願いいたします。 

 （質問・意見なし） 

  

（３）特別養護老人ホームの整備について 

・事務局 【資料３】に基づき説明・事前質問に回答 

・木原会長 

 

 

事務局の説明及び回答が終わりました。他にご質問・ご意見

などがありましたらお願いいたします。 

（質問・回答なし） 

  

（４）介護保険制度の見直しについて 

・事務局 【資料４】に基づき説明・事前質問に回答 

・木原会長 事務局の説明及び回答が終わりました。他にご質問・ご意見

などがありましたらお願いいたします。 

 

 

（質問・意見なし） 

 

（５）藤沢市高齢者保健福祉計画（介護保険事業計画）策定委員会委員の選考につい 

   て 

・事務局 【資料５－１】【資料５－２】に基づき説明。 

 藤沢市高齢者保健福祉計画（介護保険事業計画）策定委員会

設置要綱に基づき、来年度、新たな計画を策定するための委員

会を立ち上げる。本協議会から９名の委員を選定。 

 木原委員、関根委員、後藤委員、川島委員、鈴木委員、 

 中嶋委員、中村委員、猪狩委員、清水委員 

 以上９名について、異議なし。 

 藤沢市介護保険運営協議会からは、上記９名の選出が決定。 

 

（６）地域ケア会議における現状等について 

・事務局 【資料６－１】【資料６－２】【資料６－３】に基づき説明・事

前質問に回答 

・木原会長 

 

 

 

 事務局の説明が終わりました。ご質問・ご意見などがありま

したらお願いいたします。 

 （質問・意見なし） 

 

（７）その他（高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施の事業報告について） 

・事務局 【議題（７）その他に関する資料】に基づき説明 

・木原会長 

 

・清水委員 

事務局の説明が終わりました。ご質問・ご意見などがありま

したらお願いいたします。 

 透析患者の推移について、教えてください。 



・事務局 

 

・清水委員 

・事務局 

 

 

 

 

・清水委員 

 

 

・事務局 

 

 

 

 

 

 

・関根委員 

 

 

 

 

 

＜非公開議題＞ 

 人工透析の導入者の数ですが、令和元年が４２１名、令和２

年が４６１名、令和３年が４６０名となっております。 

 この効果をどのように見ていらっしゃいますか。 

 重症化予防の皆様に関しまして、腎機能の低下があったかど

うか、保健指導プログラムが終わったあとに確認させていただ

いたところ、改善が１人で維持が４人、悪化されたのが１人と

いう状況になっておりますので、ほぼ改善もしくは維持できた

と考えております。 

 透析患者は一人当たり年間５００万６００万とかかりますの

で、それを１０人減らせば何千万円という効果が出ると思うので

すが、その辺りはどのような捉え方をされていますか。 

 できるだけ人工透析を開始しない、その手前で維持できるよう

な形でこの事業を進めていきたいと考えております。 

 まずはハイリスクな方に対して、適切な医療に繋ぐということ

と、腎機能が低下し始めた方にそれより低下しないようアプロー

チをしているところです。 

この効果は、経年的に見ていく必要があるものと考えておりま

すので、この先も把握していきたいと考えております。 

 行政の一体化に関する説明が不十分だと感じています。重症化

予防のために、国が広域連合の委託事業の形を考えてきたという

経緯があると思いますが、ハイリスクアプローチについてはＫＤ

Ｂシステムを使ってデータを出しているということを、もう少し

ご説明していただけると理解が深まると思います。 

（８）地域密着型サービス事業者等の指定状況について（非公開） 

 

３ 閉会 

・木原会長 

・事務局 

・池田福祉部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上で、本日の議題はすべて終了しました。 

最後に福祉部長からご挨拶をいただきたいと思います。 

 介護保険制度は、２０００年にスタートしたときに、２０２０

年を見据えてという言葉がありました。その２０２０年も越え、

今は２０４０年を見据えて様々な政策を考えているときとなっ

ております。 

そうした中で、先ほど議題にもありましたが、国の方で介護保

険制度の見直しが行われております。残念ながら結論が先送りと

いうような内容もございますが、この介護保険を、今後どうして

いくかというところが課題になっていきます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・事務局 

介護保険制度がなかったら、今の日本社会はどうなっているか

と考えると、ものすごく有意義な制度だと思いますが、私は地域

から、色々な意見を上げていくことも大切だと思っております。 

この協議会でも様々なご意見をいただきました。来年度以降、

もう少し論点を絞って、皆様にはより深いご議論をお願いしたい

と思っておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

また、個人的なことで大変恐縮ですが、３月で定年退職を迎え

ることになり、この協議会は今日が最後になります。この３年間

部長としてお世話になりました。 

私は、福祉と地域の連携ということをテーマに掲げてやってま

いりましたが、残念ながらコロナの関係で思うように進めること

ができませんでした。地域との連携で地域共生社会を進展させて

いくことが、介護保険のフォローにも繋がると思っておりますの

で、これからもこの協議会でご議論いただきたいと思いますし、

個人的にも、また違う立場でお世話になると思いますので、どう

ぞよろしくお願いいたします。 

これまで本当にありがとうございました。 

 本日はお忙しい中、長時間にわたりご審議等いただきましてあ

りがとうございました。 

 以上をもちまして、本日の協議会を終了させていただきます。 

 

以 上 


